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研究内容 

 

酸素から発生する活性酸素は、過剰に産生されると酸化ストレスとして細胞障害を惹起し、運動器の変性、脊

髄損傷、脳梗塞、アルツハイマー病等様々な病態に関与し、老化や生活習慣病の要因と成る。従って、酸化ストレ

スの制御はこれら細胞障害に起因する病態の治療戦略として非常に重要である。我々は、酸化ストレス環境下の

細胞応答のメカニズムについて、細胞シグナル経路の反応、及びこれらの作用がミトコンドリアに代表される細胞内小

器官へ与える影響等を中心に解析・評価し、有効な治療標的と成り得る因子の探索を行っている。最終的には創

薬、細胞移植を含めた再生医療等の新規治療法への展開を目指した研究を進めている。 

また、我々は in Silico創薬により探索・選出した IL-17 阻害剤候補化合物の椎間板髄核細胞に対する変性・

炎症抑制効果を見出し報告した。このような創薬科学により構築された医薬分子の評価や、既存の薬剤の新たな

治療法への発展を目指す研究も行っている。 
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